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ソフトウェア開発には、もっと愛が必要だ。
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EM ZERO Column コラム ■図　アジャイルソフトウェア開発宣言
（http://www.agilemanifesto.org/）

　Agile Conference 2008のWebページ
ではすでに多くの情報が公開されてい
ます（図1）。このWebページを参照し
ながら、どのようなステージ・セッショ
ン※があるのかをご紹介します。

※セッションをテーマごとにまとめた
ものがステージです。

メインステージ（Main Stage）
　多くの参加者が興味を持つ主要な内
容を集めたステージです。このステー
ジだけで30を超えるセッションがあり

　Agile Conference 2008は技術から経営まで幅広いテーマでアジャイル
ソフトウェア開発について議論する海外イベントです。
2003、2004年のソルトレイクシティ、 2005年のデンバー、2006年のミネアポリス、
2007年ワシントンDCを経て、今年は8月4日から8日までの5日間、
カナダのトロントで開催されます。米国外で開催されるのは今年が初めてのことです。
　Agile Conference 2008のオープニングを飾るのは、日本でも『「みんなの意見」は案外正しい』
（小高尚子訳、角川書店、ISBN-13：978-4047915060）で知られる、
James Surowiecki氏のキーノートスピーチです。引き続いて30以上のステージ、
400を超えるセッションが用意され、まさにアジャイルの祭典と言うべき内容になっています。

Agile Conference 2008の
ステージ・セッション

EM ZERO編集部

■図1　Agile Conference 2008のWebページ（http://www.agile2008.org/）

アジャイルとは
　アジャイルとはソフトウェア開発に
取り組む姿勢を表わすもので、

・プロセスやツールより
　人や人と人との交流を
・包括的な文書より動作する
　ソフトウェアを
・契約交渉より顧客との協力を

・計画に従うより変化に
　対応することを

重視します。2001年にKent Beckをは
じめとする著名なソフトウェア開発
者がアジャイルソフトウェア開発宣言
（図）を発表し、多くのソフトウェア開
発者に影響を与え続けています。
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ます（図2）。リーン開発でおなじみの
Mary Poppendieckのセッションや、ア
ジャイルでの見積もりと計画、アジャ
イルでよくある落とし穴、大きいチー
ムを運営する方法、トップダウンでア
ジャイルを行う方法など、幅広いテー
マがリストアップされています。
　気になるセッション名には、「Resista
nce as a Resource（リソースとしての
抵抗）」「Stop Thinking So Small with 
Agile」（アジャイルで小さく考えるの
はやめよう）「Coaches Are Producers
（コーチはプロデューサーだ）」などが
あります。まるで週刊誌や新書のタイ
トルになりそう（？）な名前です。
　恒例のライトニングトークスもこの
ステージに入っています。日本では60
分（5分×10人）の場合が多いですが、
さすが本場だけあって時間は90分（5
分×15人）です。

アジャイルに関する研究
（Research）
　アジャイルに関する学術的な成果
を発表する場で、後追いになりがちな
研究と実践を結びつけることが目的で
す。進行中の研究発表と研究成果発表
に分かれています。
　進行中の研究発表には、アジャイル
の適用と評価に関するもの、アジャイ
ルを計量的に研究したもの、アジャイ
ルにおける自動テストに関するもの、
アジャイルにおける協力に関するも
の、といったカテゴリーがあります。
Value Driven Agile（VDA：バリュー・
ドリブン・アジャイル）といったアジャ
イルの進化形らしき話題に興味を惹か
れます。
　研究成果発表には、複数プロジェク

■図2　メインステージのプログラム

ト環境におけるScrum
の研究、自動受け入
れテストの研究、ユー
ザ中心設計の研究な
どがあります。
　発表者には大学関
係者も多く、アジャ
イルが産学ともに注
目を集めるテーマに
なっていることがう
かがえます。

新しい実践
（Breaking Acts）
　アジャイルに有効
と考えられている新
しいテーマについて
議論するステージで
す。カンバン方式、
リーン思考、制約理
論、などがテーマに
挙がっています。禅
や俳句のセッション
もあります。来るも
の拒まずというアジ
ャイルの神髄（？）が
感じられるステージ
です。

アジャイルとは何なのか
（Questioning Agile）
　アジャイルとみなされているもの
が本当にアジャイルかを見直し、「ア
ジャイルとは何なのか」その本質を
議論するステージです。形だけをま
ねて実際にはアジャイルになってい
ないパターンや、形は違えどアジャイ
ルと呼べるものになっているパターン
などについて議論します。

顧客とビジネス価値
（Customers & Business Value）
　QCDに代表されるシステム自体の価
値だけではなく、顧客のビジネス価値
を向上するためにはどうしたらよいの
かを議論するステージです。

ユーザエクスペリエンス
（User Experience）
　単なるユーザビリティだけでなく、
ユーザにどのようにソフトウェアを
使ってもらうかという包括的な視点を
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アジャイルに取り込んでいくステージ
です。

開発者ジャム（Developer Jam）
　アジャイルで成功するために必要な
スキルを高めるための診断やチュート
リアル、デモ、著名なエンジニアとの
ペアライブコーディングなどを行うス
テージです。

アジャイルのためのツール
（Tools for Agility）
　アジャイル一般に使えるツールとテ
スト駆動開発を行うためのツールを紹
介するステージです。

品質へのコミット
（Committing to Quality）
　アジャイルでは一般的に品質は継続
的なビルドやリファクタリングによっ
て開発サイクルを通じて維持されると
考えられていますが、本当にそうなの
か、またそもそも品質とは何なのかを
議論するステージです。

レガシーシステム
（Legacy Systems）
　意外にも提出された発表原稿にレガ
シーシステムに関するものが多かった
ため、新たに作られたステージです。
長い間さまざまな人の手で維持されて
きたシステムでのアジャイルについて
議論します。

実践しながら行うデザイン、
テスト、思考
（Designing, Testing, and Thinking 
with Examples）
　具体的なものより抽象的なもののほ
うが価値があるという考えは、テスト
駆動開発の登場で少しずつ崩れてきて
いますが、本ステージでは実際に自分

の手を動かすことでその事実を実体験
します。

アジャイルと組織文化
（Agile & Organizational Culture）
　アジャイルは単に自分の仕事を変え
るだけではなく、組織を変えていくも
のです。このステージではアジャイル
と組織がどのように相互作用していく
かを議論します。

分散アジャイル
（Distributed Agile）
　アウトソースやオフショアなど、分
散した環境でのアジャイルについて議
論するステージです。同じエリアでオ
フィスが離れている場合や社外で作業
をする場合の問題も含まれます。

リーダーシップとチーム
（Leadership & Teams）
　アジャイルは自律性を重視するの
で、リーダーシップやマネジメントは
一見それに反するように見えます。そ
のため、アジャイルにリーダシップは
必要なのか、必要ならばどのような
ものが求められるのかが問題になりま
す。このステージではリーダーシップ
とチームについて意見が交わされます。

学習と教育
（Learning & Education）
　アジャイルを教え学ぶためにはどう
すべきか議論するステージです。コー
チングやシミュレーション、ゲームな
どが行われます。

ライブエイド（Live Aid）
　実際にアジャイルプロジェクトを
ライブしてしまおうというステージで
す。機能横断的なチームを組んで、本
物の顧客の本物の依頼に対応します。

オープンジャム（Open Jam）
　アジャイルに関する疑問や問題を
共有したり、専門家に相談したり、デ
モを行ったり、新しいアジャイルプラ
クティスを実験したりするステージで
す。

フランスコーナー
（Chansons Francaises）
　フランス語で行われるステージで
す。

音楽コーナー（Musik Masti）
　音楽やダンス、演劇などをともに
楽しむステージです。このようなコー
ナーが用意されていること自体、Agile 
Conferenceが「祭典」であることをよ
く表しているのではないでしょうか。
ちなみにMastiとはヒンズー語で「楽
しむ」ことを意味するようです。

　アジャイルの考え方が2001年に発
表されてからはや8年。変化の速いソ
フトウェア業界においては、アジャイ

Agile Conference 2008の
特徴

アジャイルの祭典
「Agile Conference 2008」
プレレポート
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私のミッションは、できるだけ

多くの日本人がAgile Conference 

2008に参加することでした。勢

いであちこちに声をかけ、そし

て10名以上が賛同してくれまし

た。したがって、すでにミッショ

ン完了、と思っていたら、日本

のアジャイルコミュニティを紹

介するという任務が発生しまし

た。責任重大なんで、がんばっ

て、決して真面目にはならないようにやってきたいと思い

ます。もう死んでもいい！ってくらいにね。（安井力さん）

ルも成熟期に入ったと言えるのかもし
れません。基本的なテーマはメインス
テージにまとめ、それ以外はひたすら
細分化・専門化して各ステージに配
分し、参加者の幅広い興味に対応しよ
うという姿勢が感じられます。一つの
場所と時間を共有しながら、参加者の
一人ひとりが違った過ごし方をできる
オーダーメイド感あふれるイベントに
なるのではないでしょうか。
　また、アジャイルはすでに開発者だ
けのものではなく、顧客やユーザ、ビ
ジネスパーソンまで含めたムーブメン
トに進化してきていることも、充実し
たプログラム内容から感じとることが
できます。

　Agile Conference 2008では安井力さ
んと串田幸江さんが「Agile Communiti
es in Japan」と題した発表を行います
（図3）。XP-jpメーリングリスト、日本
XPユーザグループ（XPJUG）、オブジェ

クト倶楽部、Project Facilitation Project
（PFP）、アジャイルプロセス協議会と
いったアジャイルコミュニティを比較
しながら、日本ではどのようにアジャ
イルが受け入れられてきたのかを解説
する予定です。
　外国と比べて異質な部分が多いと思
われがちな日本のソフトウェア業界で
すが、日本の国内事情がどのように受

日本からも発表者が
参加します

■図3　日本人の発表「Agile Communities in Japan」

け止められるか、やはり異質なのか、
実は根は同じなのか、楽しみでなりま
せん。
　これからも海外で情報発信をするエ
ンジニアがますます増えてくることを
期待しています。また、EM ZERO編集
部は、そのようなエンジニアの活動を
広く伝えるお手伝いをしていきたいと
思います。

今回のAgile 2008 “ツアー” は、

私の単なる思いつきから発して

いてそれがいつの間にかみなさ

んのご協力により大きなチー

ムとなり、最終的には数多くの

Submission採用という結果に至

ることができました。個々のセッ

ションでの主張はもちろんのこ

と、今回は「Dear XP」（http://

na-s.jp/samurai/）という名曲を

海外で紹介することにより、日本のエンジニア全ての思い

を代弁してこようと思っています。どうかみなさんも、ツ

アーの成功を日本から応援してください。（串田幸江さん）

Agile Conference 2008参加者の意気込み！
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エンジニアとしての戦略
　エンジニアという仕事についてから、常

に心がけているのは、情熱の持続を行うた

めの心のマネジメントだ。僕にエンジニア

としての才能があるならば、それは、この

戦略が成功しているからであり、特殊な才

能を持っているわけではないと思う。

　エンジニアとしての情熱を持続させるこ

とで、結果的にエンジニアとして取り組む

べき問題・課題に対して深く長いスパンで

思考し、行動を持続させることができる。

人よりも情熱を持ち、長い時間問題に取り

組めば、誰よりもその物事に対してプロ

フェッショナルになれることを、自分を実

験台にして証明できていると思う。　

　特に僕の場合、人よりも脳の働きが鈍い

と自覚しているだけ、そのような長期的な

取り組みにより、何か他の人と比較すると

世間的に、新しい発想や、深い知見を持っ

ているように見られているのだろう。その

中で、使えない脳なりの活かし方も分かっ

てきた。

　僕としては情熱の持続方法こそがエンジ

ニアとして生きながら何らかの価値を創出

するための戦略であり人生そのものだと思

う。

二人の自分
　その戦略の中枢には、二人の自分を持つ

ことがある。

　一人目は、今のビジネス・技術をひたす

ら追求する自分。

　二人目は、仕事の中から、社会との接点

を見出し、そこで何らかの関わりを持ちな

がら社会に自分を役立てようとしている、

ある意味高い志を持つ自分。僕が現在のビ

ジネスや技術で行き詰ると常に、二人目の

自分に救われる。

　智恵の和は、正にこの二人目の自分の考

えにより、進めてきた活動である。

　智恵の和は、1998年あたりから同じ志

を持つエンジニア仲間と共に徐々にスター

トし、一度挫折したのであるが、2002年

から再スタートした、障害を持った方々と

共にJavaによるエンジニアリングを追求

するボランティアグループである。

　智恵の和では、障害を持つエンジニアと、

業界で活躍している素晴らしい講師陣、そ

して組織を運営しているサン・マイクロシ

ステムズの板倉さん、東京コロニーの岩田

さんをはじめとするサポーターのみなさん

によって支えられている。

　智恵の和の活動は、2000年当初から、

オブジェクト指向＋Javaの知識習得のた

めに、じっくり、ゆっくりと活動を続け、

第一土曜日午後、サン・マイクロシステム

ズ用賀オフィス２７階、素晴らしく眺めの

良い会場をお借りして進めている（感謝）。

　智恵の和というネーミングには、コミュ

ニティの中で智恵を出し合う和を形成した

いという思いがある。智恵の和は障害を持

つ人、持たない人の境目をなくし、その中

から新しい文化的な技術追求の場を作り出

したいという参加者の無理しない緩やかな

情熱によって支えられている。

智恵の和の活動
　最初の頃は、僕も講師を頻繁に務めてい

たのであるが、最近では若手のエンジニア

のみなさんが講師を務めるようになってき

たし、IT業界の著名人の方々にも頻繁に来

ていただけるようになったので、無理せず

運営が可能になってきている。

　現在では、講義パートと講演パートと２

つに分け、講義パートで豆蔵の進藤さんら

がRubyの教材を作成しながら進めている。

また、講演パートでは、JavaやIT業界の仕

事について様々な講演を行っていただいて

いる。

　また、秋には、バーベキュー大会などの

催しや、クリスマスパーティなど、参加者

智恵の和のWebページ（http://red.japanlink.ne.jp/chie/）

智恵の和とは

 第 1 回

「智恵の和の活動」と
僕のエンジニアとしての戦略
株式会社豆蔵　

萩本順三 
HAGIMOTO Junzo
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みんなで楽しむことも忘れない。

智恵の和で得たもの
　僕は、この活動から様々なものを得てき

た。たとえば豆蔵という会社を立ち上げる

際には、Javaの教え方はこうあるべきだと

いうポイントについて受講生の方々に教え

ながら多くのヒントを得たものだ。

　最初の頃は、障害を持つエンジニアの

方々から優秀なアーキテクトを育成したい

という高いゴールがあった。しかし、そん

なことよりも、いかにこの会を楽しく継続

させるかということが重要なのだというこ

とがよくわかったように思う。そして、そ

の継続性から自然と優秀な人材が育つ。実

際に、オブジェクト指向やJavaの基礎につ

いて幾度となく聞いている受講生を見てい

ると、それら技術の本質を楽しみながら自

然と習得しているかのように思える。受講

者に知識や技術を与えようという一方的な

ものから、逆に、コミュニティの中で、人

生のゆとり、人としての温かさ、そして障

害を持ちながら生きる人の逞しさを得たよ

うに感じるのである。

　ご家族と一緒に参加し、講演を担当して、

子供に教える姿を見せるお父さんもいる。

僕もたまに息子と参加して、息子の記憶の

中にこのような活動をやっていたことを残

してほしいと思っている。

智恵の和の今後
　今後も、参加者のペースでじっくりと進

めていくことは間違いない。その中で、技

術者同士が、人の講演・講義を聞きながら

切磋琢磨する場として、また、今後は、企

業人としてビジネス活動に役立つ話し合い

ができる場所としても利用することもどん

どんやってもらいたい。なぜなら、IT業界

に、このような活動を知ってもらうことで、

障害を持つエンジニア達の働く環境がより

良いものになるのではないかと思うのであ

る。

エンジニアとしての思い
　関係者の方々の熱い思いによって、本誌

がフリーペーパー化できたことは素晴らし

いことである。

　最後に僕のエンジニアとしてのマインド

について書きたい。

　僕は前社では、OTG（オブジェクトテク

ノロジグループ）という社内組織を作って、

その中でオブジェクト指向技術の絡む開発

と技術研究・啓蒙を行っていた。その中で、

技術は人のためにあるものだとよく部下た

ちに話したものだ。常に技術が人や社会の

ために存在していることを忘れてはならな

い。研究的なことをやらせていた部下たち

は面喰っていたように思う。

　こんなことを考えている僕はいつも「僕

は人のために役立っているのだろうか、社

会のためになっているのだろうか」という

葛藤が常にある。僕の関係している仕事の

中でも常にその葛藤があるものだ。結局は、

僕も環境破壊をしている一人の無知な人間

であるし、そんなに偉いことをしているわ

けではない。でも、そのような現実の中で

あっても、このような葛藤は僕自身を向上

させ続けてきたように思うのである。

　高い志を持つことで、自分の未熟さを知

り、それを少しでも向上させるための情熱

が湧き、矛盾した社会で生きる小さな人間

としての葛藤が、常に自分の心の声として

訴えかけ、それに対処することで、微妙な

精神的なバランスを取っているように思う

のである。

　障害を持つ人、社会的に弱い存在の人々、

そのような方たちも含めて、幸せで暖かい

社会形成に、エンジニアとして、ビジネス

として、取り組むことができれば、僕のエ

ンジニア人生として悔いはないと、二人目

の自分が語りかけるのである。

Plofile  プロフィール

株式会社豆蔵
プロフェッショナルフェロー

萩本順三　
HAGIMOTO Junzo

こうやってみんなと智恵の和を続けら
れてこられたことを誇りに思う。
これからはIT業界のプラスになるよう
な活動をビジネスとしてやっていきた
い。
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の規模はどんどん膨らんできていま
す。しかし、開発リソースは思うよう
に増やすことができません。プラット
フォーム化やツールなどの進歩によ
り、開発効率は徐々に改善されてきて
いるものの、開発量の増加ペースに間
に合わず、現場のエンジニアにかかっ
てくる負担が増えているのが実態では
ないでしょうか。市場や顧客の要求に
合わせて、決められた期日までに、最
高の品質で商品を提供する。これは開
発プロジェクトにとって重要なことで
す。でも、開発現場に目を向ければ、
屍（疲弊しきったメンバー）の山。こ
のままでは、いつかは破綻してしまい
そうです。こんなプロジェクトは、本
当の意味で「成功」しているとは言い
難い状況です。

　こういったプロジェクトを改善する
ために、「プロジェクトマネジメント
（PM）をもっと強化します！」という
話をよく聞きます。確かに、PMの能
力向上は、重要なアプローチの一つで
す。でも、いきなりPMをきっちりと
やろうとしても、状況を打開する百戦
錬磨のプロジェクトマネージャなんて
そうそう都合よく見つかりません。さ

　はじめまして。Project Facilitation Pr
oject（PFP）の西河と申します。

「メンバーのスキルを最大限に引き出
し、プロジェクトを成功させる」

　これが、今エンジニアの間で注目さ
れている「プロジェクトファシリテー
ション（PF）」の考え方です。そんな
都合の良い方法なんてあるの？と疑い
たくなりますが、実はそれほど難しい
話ではありません。プロジェクトファ
シリテーションに必要なのは、開発メ
ンバーのちょっとした視点の切り替え
と、簡単な行動の積み重ねです。本連
載では、リーダーの方に限らず、エン
ジニアのみなさん全員ですぐに取り組
めるPFのプラクティス（実践事例）を
順にご紹介します。
　第1回は、「メンバーの力を最大限に
発揮させるチーム作り」ということで、
プロジェクトファシリテーションの考
え方の導入とその効果について、最近
のソフトウェア開発の背景を交えなが
ら解説します。

プロジェクトの成功とは
　サービスの多機能化や商品のグロー
バル展開に伴い、ソフトウェア開発

プロジェクト「成功」に
向けたアプローチ

第1回　「メンバーの力を最大限に発揮させるチーム作り」

プロジェクト
ファシリテーションを
はじめよう！

連載

Project Facilitation Project（PFP）　

西河　誠 
NISHIKAWA Makoto

らに、マネジメントの問題は、現場の
開発メンバーだけではすぐに解決でき
ないことも多く、飛躍的な改善が期待
されるものでもありません。少しずつ
改善していくことは大切ですが、これ
ではメンバーのモチベーションもいま
いち盛り上がりません。プロジェクト
を「成功」させるために、私たち現場
のエンジニアができることは何でしょ
うか？
　ここで、ちょっと視点を変えて、こ
んな風に考えてみます。

「自分たちのスキルを最大限に活かし
て、プロジェクトを成功させよう！」

　チームメンバー全員がそんな考えで
仕事ができれば、現場はきっと活性化
します。今まで活用できてなかったス
キルが引き出せれば、開発効率だって
上がるはずです。こんなチームを作る
ことができれば、どんなプロジェクト
もきっと「大成功」です！

スキルを活かすための「場作り」

　商品開発には、その商品に関する「ド
メインスキル」が必要です。プログ
ラミング言語やハードウェアの制御方
法、AV機器開発であれば信号制御や
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た考え方を融合させたチーム作りの手
法、それが「プロジェクトファシリテー
ション」なのです。
　チームが活性化し、プロジェクトが
成功する。さらに、自分のスキルも
活かせるので、仕事の時間がより充
実したものになる。プロジェクトファ
シリテーションはエンジニアとして生
きる時間の質（Quality of Engineering 
Life：QoEL）を向上させます。

　プロジェクトファシリテーション
（PF）のプラクティスとは、ちょっと
した付箋の使い方や、机の配置、ホワ
イトボードの使い方、さらに会議やブ
レインストーミングの運営方法などで
す。こういったプラクティスのほとん
どは、マネージャなど
が一つひとつ指示する
ものではなく、チーム
メンバー個人個人が、
思いついたらすぐにで
きる、とても簡単なも
のばかりです。ファシ
リテーションは才能で
はなく「技術」なので
す。
　プロジェクトファシ
リテーションで、メン
バーの力を最大限に発
揮させるチーム作りに
取り組みましょう！

各種フォーマットの知識、システム開
発であればサービスの運用方法などが
該当します。次に、そういったドメイ
ンスキルをより吸収し、さらに広げて
いくためには「ヒューマンスキル」が
必要です。対人コミュニケーション能
力、交渉能力、プレゼンテーション能
力がこれに当たります。ヒューマンス
キルが低いと、いかにドメインスキル
を持っていても、十分活かすことがで
きません。これらのスキルは、本で勉
強することもできますが、主に現場で、
周りの先輩や同僚から学んで、成熟さ
せていくものです。
　こういったドメインスキルとヒュー
マンスキルを持った「個人」が集まっ
て「チーム」を組んだプロジェクトで
は、もう一つ大切なことがあります。
　それは、個人と個人をつなぐ「場作
り」です。

　個人と個人をつなぐ「場作り」が
うまくいけば、個人の能力は100％、
またはそれ以上の効果を発揮します。
チームを、個人の能力を100％発揮さ
せ、さらに、個人と個人をつないで
100％以上を導く「場」として機能させ、
活性化することにフォーカスした技術
を「ファシリテーション」と言います。
　このファシリテーションの技術に、
近年注目されている「アジャイルソフ
トウェア開発」の手法や、「トヨタ生
産方式」におけるカイゼンなどの優れ

Project Facilitation Project（PFP）　
西河　誠
NISHIKAWA Makoto

組込みソフトウェアエンジニアとして、各種マ
イコン制御ソフトウェア、オペレーティングシ
ステムの設計・開発を担当する。
ブログ：http://d.hatena.ne.jp/mnishikawa/

Plofile  プロフィール

Project Facilitation ProjectのWebページ
(http://ProjectFacilitationProject.go2.jp/wiki/)

  参考
・プロジェクトファシリテーション TOP 

- オブジェクト倶楽部：

http://www.objectclub.jp/community/pf/

PF の公式資料はここにアップされます。

・Project Facilitation Project（PFP）：

http://ProjectFacilitationProject.go2.

jp/wiki/

プロジェクトファシリテーションについて

研究・推進を行うコミュニティ、“PFP” の

wiki ページです。過去のワークショップ

資料がアップされています。いろんなプロ

ジェクトでの PF 導入事例も掲載されてい

ます。

メンバーの力を最大限に
発揮させるチーム作り

「プロジェクトファシリテーショ
ン」をはじめよう！

　次回以降の連載では、すぐに取り組
めるPFのプラクティスを一つずつ、順
に紹介していきたいと思います。
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　ここのところ自分の計算機環境の整備を

したり、ビジネスを離れてエンジニア領域

の勉強を進めていることもあり、最近のプ

ログラミング言語がどういう経緯で生ま

れてきたのかをまとめてみることにしまし

た。いくつかの年代層に分け、言語発展

の関連を系図的に分析してみました。この

手のまとめは、完全なものとか、正確さを

追求してはいけません。ゆるい頭で考えま

しょう。恣意的ですが、年代や系列に名称

も付してみました。

プログラミング言語は美しくあるべき！

　学生の頃にAlgol68 や Pascal を勉強・

研究していたこともあって、プログラミン

グ言語は簡潔で、概念が直行し、理論体系

としても美しくなくてはならないと固く信

じています。「構造化指向」の言語は、そ

ういう意味では、正しい言語だと思います。

ラムダ計算をベースにした「関数指向」の

言語も大好きです。日立の研究所時代は、

実務や実践領域の言語も扱わなくてはなら

ず、多くのドメイン特化型（要するに方言

ね）の言語も相手にしましたが、基本的に

は、「構造化指向」や「関数指向」の考え

方を、ツールや方法論で支援するようなこ

とが、ソフトウェアエンジニアリングの役

割だったと言っても過言ではありません。

Cや C++の「実践指向」の言語を見た時

には天地がひっくり返る程、仰天しました。

UNIXや今のインターネットの領域ではメ

ジャーになっていますからお付き合いせざ

るを得ませんね。無論、Fortran や Cobol

といった「実務指向」の言語は脈々と続い

ています。

プログラミング言語の系譜

「太古」の時代
　年代で眺めてみると、「太古」の時代に

Fortran、Cobol、Basic、Algol、PL/I といっ

た「実務指向」言語が出そろっています。

この時代は、機械語やアセンブラから脱却

して《高級化》を目指した時期です。この

時代に一方でLispが出てきているという

のは驚きです。

「萌芽」の時代～1970年代初頭
　1970年代初頭の「萌芽」の時代は、ソ

フトウェアエンジニアリングという学問領

域が台頭してきた時期です。多くの構造

化プログラミング言語が出てきています。

Simula、Algol68、Pascal、Smalltalk といっ

た言語の基本要素的なものが出そろってい

ます。まさにビッグバンの中心ですね。

「成長」の時代～1970年代後半
　1970年代後半の「成長」の時代は、そ

れまでに出てきたいろいろなアイディアを

整理して次の世代に備えた時代といった様

相です。CLUや Euclid といった、実務的

にはあまり成功しませんでしたが、非常に

美しい言語が提唱されています。私は、こ

の時代に学生していたので、勉強しがいが

ありましたし、その後のベースを築けて幸

運でした。

「飛躍」の時代～1980年代
　1980 年代の「飛躍」の時代の契機

は、《オブジェクト指向》です。Simulaや

Smalltalk の考え方がようやく花咲く時期

になったと言えます。多くの伝統的な言語

にもクラスや継承の概念が導入され、汚い

言語はますます汚くなったとも言えます。

そういった中でEiffel が美しいオブジェク

ト指向言語として輝いていました。

「成熟」の時代～1990年代
　1990年代の「成熟」の時代は、言語自

身の発展というよりは、インターネットの

普及による、Webサービスや新しいアー

キテクチャやフレームワークが多く提唱さ

れた時代です。Java に代表される言語や

その派生言語も、言語というよりそれを支

える周辺環境や開発方法に力点が置かれて

います。

「新世」はどうなるのか

　今世紀に入っての「新世」がどうなるか

は、まったくわかません。仕様と実装との

分離、モジュール化、並行プロセスといっ

たものが、より整理されたものが提案さ

れてくるでしょう。ここには掲げませんで

したが、代数仕様や計算理論、モデル検証

といった形式手法の分野との統合も進むで

しょう。とりわけ、「関数指向」の領域がサ

イエンスの領域からビジネス領域へ転化さ

れてくるのではないかと予想しています。

　時代の感覚から言うと、新しい言語や開

発パラダイムは、不連続的に発生します。

1970 年代初頭、1980 年代後半、1990

年代半ばといった波があるので、そろそろ

次の波が来そうな予感です。直感では、《並

行プロセスと検証》が来そうですね。『先

進ソフトウェアクリーンルーム手法』が

ひっぱりだこになる夢でも見ることにしま

しょう^^v。

株式会社一　

大槻　繁 
OTSUKI Shigeru

プログラミング言語の
系統図作成にチャレンジ！

プログラミング言語の系譜
～今世紀の波を読む
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Plofile  プロフィール

株式会社一 副社長／
専任コンサルタント

大槻　繁　
OTSUKI Shigeru

日立製作所にてソフトウェアエンジニアリ
ングの研究・開発に従事。2004年よりコ
ンサルタント会社一（いち）副社長。ITシ
ステム関連の調達・開発プロジェクトの見
積り評価、診断・改善のコンサルティング
を行うかたわら、コストモデルや経済モデ
ルの研究・開発を進めている。
IPA/SEC定量的マネジメント部会委員、同
価値指向マネジメントWGリーダ、JEITAソ
フトウェアエンジニアリング技術分科会委
員、アジャイルプロセス協議会運営委員
長・副会長を務める。

■プログラム言語の系譜の使い方（EM ZERO 編集部）

 会社編その1：部下の立場で
・今日は会社の飲み会。話題がねー。
・かばんの中にはEM ZERO。飲み会が始まる。
・上司が過去自慢を始めた。ちょいとうざいぞ。
・タイミングを見計らっておもむろにEM ZEROのこ
のページを開く。
・プログラミング言語の歴史で話に花が咲く。
・上司がただのコボラーとかだったら、逆に上司に
言語の系譜を指南する。
・EM ZEROの表紙を見せて「なんだこれは？フリー
ペーパー？いいもの持っているじゃないか！」とあな
たの株急上昇。

 会社編その2：上司の立場で
・最近の若いもんはJavaとかそこら辺から入ってき
て歴史がわかっとらん！
・そんなところにEM ZERO。軽い話題も多いし、技
術にさっぱり興味を持たないやつらも少しはマシに
なるかもしれん。
・言語の系譜の話なら過去の話題も含めて話しやす

い。俺にもこんなころがあったなぁ。
・逆にちょいとできる若い方からはRubyとかの話を
聞く。なんだ、結構使えそうじゃないか！
・「EM ZEROなんて、さすがおもしろいフリーペーパー
知っているなあ」ということであなたの株急上昇。

 コミュニティ編
・初対面の人も多いコミュニティ。そこでEM ZERO。
・プログラミング言語の話なら、いろんな人それぞ
れこだわりがある。盛り上がる。まあ、コミュニティ
は無条件で適当に盛り上がるけどw。
・「楽しいフリーペーパー持ってきてくれてありがと
う」ということで、コミュニティでのあなたの株急
上昇！
・これであなたもEM ZEROコミュニティの仲間入り！
ナマス、ではなくマナスではいつでも記事を書いて
くださる方を募集中です！ 原稿料出ないけど--;。

注：盛り上がらなくてもEM ZEROは責任をとれませ
ん。ツールはうまく使ってなんぼです。
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イベントの楽しさはの一つは普段出会わない人々とのつながりが生まれることにあります。
同じ意識を持つ仲間が集まることで、課題解決への糸口が見つかったり、
自分も何か新しいことにチャレンジしてみようというきっかけを得たりすることが多いのではないでしょうか。
イベントにはオープンソースのような技術をテーマにしたものや
アジャイル・XPのような開発スタイルやスタンスに関するものまで、さまざまな切り口のものがあります。
数人程度で行われる勉強会から、何百人も集まるようなイベントまで、規模もさまざまです。
会社の外に出て新しい考えに触れたり、社外の人々と意見を交わすことは
エンジニアとしての視野を広げる上でとても大切なことです。
しかし外でどれだけ新しいものに触れても、それを日常の現場に還元するのは難しいものです。
社内に戻れば納期に追われた厳しいプロジェクト、必死にディスプレイに向かい作業に没頭する同僚、
食事の時間も惜しんで深夜まで続けられるプロジェクト……。
昨今の厳しい業界事情を理解すればするほど、新しいアクションを起こして周りを巻き込むことに
躊躇するのも無理はありません。
本記事では、そんな現実に勇気を持って立ち向かい、「社員の社員による社員のためのイベント」を
ゼロから作り上げていった有志を紹介します。

EM ZERO編集部
協力：TIS株式会社

特 別 企 画

 会社を変える現場のチャレンジ

社内イベントの
つくりかた

社内イベントへの道

　社内イベントのきっかけを作った
のはTIS株式会社の市谷聡啓さんです。
2007年2月15日に開催された開発者イ
ベント「Developers Summit 2007（デ
ブサミ：http://codezine.jp/devsum_re
port/）」に参加した市谷さんは、その
熱く活気のある空気を社内に持ち込め
ないかと考えました。しかし当時の社
内でデブサミという言葉に反応してく
れる人は少なく、せっかく社外で得た
経験を共有する機会がありませんでし
た。そこで市谷さんは「ならば、社内
でデブサミをやってしまおう」と考え
ました。外に出るのが難しい人でも、
社内で開くイベントになら来てくれる
のでは、という単純かつ大胆な発想で
す。
　市谷さんが協力者を募ったのは2007

年4月。そこに6人の運営スタッフが
集まりました。それから運営スタッフ
は業務後の時間を利用して毎週のよ
うにミーティングを行いました。重ね
たミーティングの数は計15回。2007
年8月、とうとうTIS初の社内イベント
「TISkaigi 2007 Macho」が開催されま
した（表1）。
　手作りイベントにも関わらず参加者
はなんと80人。たった一人の社員が外
から持ち帰った種が6人の運営スタッ
フの心に植えられ、そこから育った芽
が80人もの同僚を集めるイベントにま
で花開いたのです。

社内イベントに向けての不安

　本誌では運営スタッフの皆さんにお
時間をいただき、TISKaigiについてふ
りかえっていただきました。最初に、

発起人である市谷さんが抱いていた7
つの不安をご覧ください（表2）。一人
でこれらの不安を解消するのは非常に
難しいでしょう。仲間を募ってともに
考え行動する中で、これらの心配を1
つひとつ解消していったそうです（ソ
フトウェア開発もこうありたいもので
すね）。

TISKaigi成功のカギ

　運営スタッフの皆さんのお話を直に
伺いながら、本誌では次のような成功
のカギを見出しました。

■目的の共有と発起人の熱意
　TISKaigiの成功要因の1つは「TISKa
igiで土壌を耕す、そして花が咲く」と
いうビジョンを運営スタッフが共有し
ていたことにあると思います（図1）。
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TISKaigiが生み出す将来像が共有され
ていたため、TISKaigiの位置づけと各
人のすべきことが明確になりました。
また、このビジョンが発起人によって
熱く語られたことも運営スタッフの力
を引き出せた重要な要因だと思いま
す。
　また、15回のミーティングに象徴さ
れるように、運営スタッフは常に円滑
なコミュニケーションに努めていまし
た。忙しい中でも面と向かって議論す
ることで、常にビジョンを再確認し、
手段や手順を調整することができてい
たようです。

■参加者の立場に立った企画・運営
　TISKaigiでは参加者の立場に立って
「気軽」「多様」「刺激」の3点を重視し
たイベントの企画・運営を行いました。
会社という身近な場所で誰でも気軽に
参加・発表できるようにし、また多く
の人に参加してもらうことでさまざま
な出会いが生まれるようにしました。
さらに、業務内容にこだわらない刺激
的なテーマを用意し参加者の興味を引
くことができるようにしたのです。

■オープンな情報発信
　前例のないイベントに興味を持って
もらうためには十分な告知活動が必要
です。運営スタッフは社内SNS「TCポー
タル」（※）で定期的な宣伝をしたり、
自作ポスターを貼ったり、MLを流し
たり、口コミで勧誘したり、社内ブロ
グで煽ったり、ということを協力して
行ったそうです。また昼食時に社員食
堂をジャックして、宣伝ビデオを流し
たり、マイクで参加を呼び掛けたりも
したそうです。

※TISの社内SNS。社内で一から構築
したシステムで、2005年12月より稼
動しており、現在ユーザ数約1800人。
2008年6月にSKIP （Social Knowledge & 
Innovation Platform）という名前でオー
プンソース化。

■キーパーソンの協力を得る努力
　TISKaigiのビジョンを部長クラスの
キーパーソンにきちんと説明し、会社
の求める方向とTISKaigiの方向を揃え
る努力をしたことも成功要因の一つで
しょう。キーパーソンと意見を交換し
ていく中で、TISKaigiを会社として応

援したくなるイベントに洗練させてい
くことができたのだと思います。

■柔軟な社内SNSの存在
　TISKaigiの準備を強力にバックアッ
プしたのが社内SNS「TCポータル」で
す。TCポータルはメールのやり取りか
ら、グループ作成、会議のスケジュー
ル調整、議事録の作成と共有まで、ま
るで社内イベントを行うことを想定し
ていたかのような柔軟さを持ち合わせ
ています。運営スタッフの考えや動き
をリアルタイムに公開できるため、TC
ポータルに参加するすべての社員が思
いを共有していくことができます。
　なお、今回の取材もこのTCポータル
に記録された情報を適宜参照しながら
行われました。テキストだけでなく手
書きの議事録も漏れなく保存され、画
像形式で瞬時に呼び出されるように
なっているのが印象的でした。

■長期的な視点で楽しむ
　TISKaigiは会社を変えたいという運
動の1つです。イベント自体を成功さ
せるというよりは、そのイベントを通
じて良い相互作用を会社の中にもた

開場：18:00
基調講演「TISKaigiを開催せん」：
18:15-18:30
第一セッション：18:30-20:00
・NotesHacks
・嗚呼素晴らしきかなGoogleとそ
　の仲間達
第二セッション：18:30-20:00
・方式設計の第一歩
・社外から見たTIS
休憩：20:00-20:15
ライトニングトークス：20:15-

■表1　TISKaigiプログラム

※『セッション』は、知性や個性溢れる「す

ごい人」に、30～60分の枠で技術やマネジメ

ントの話題を語ってもらう場です。テーマは

発表者自身が考えました。『ライトニングトー

クス』は、5分間という短い時間の中でほと

ばしる思いを伝える場です。他に『常設展示』

が行われ、社内外で作ったアプリケーション

やWebサービスが紹介されました。

■表2　市谷さんの不安

1．裏方スタッフが集まるかどうか。
2．裏方スタッフのやる気が続くかどうか。
3．仕事が忙しくて、準備ができない。
4．なんとなく準備が進まない。
5．参加者が集まらない。
6．結局、盛り上がらない。
7．失敗して二度とやる気にならない。

■図1：TISKaigiのビジョン
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らしたいという思いを根底に感じまし
た。長い目で自分や会社の成長を支
えていこうという思いがあったからこ
そ、困難の伴うイベントの準備・運営
を一歩一歩楽しんでいくことができた
のだと思います。

TISKaigiで現場と会社が一つに

　TISKaigi参加者からは多くのフィー
ドバックが得られたそうです。その一
部が図2です。こうしたフィードバッ

クを元に運営スタッフは次の企画を
立ち上げ、2008年3月に「TISKaigi Lite 
'08」を開催しました。TISKaigi Lite '08
はより楽しさを前面に押し出した内容
になり、某テレビ番組をモチーフにし
た「すべるはずのない話at. TIS」や飲
みながら行うライトニングトークスが
異常な盛り上がりの中行われました。
　さらに、TISKaigiの第三弾として2008
年8月に「TISKaigi Macho '08」が開催さ
れる予定です。また、派生イベントが
大阪で行われる計画があるそうです。
　TISKaigiは「2007年1～6月期社長表

彰表彰式」で、優秀exceed賞特別賞
を受賞しました。現場と会社は対立す
るものではなく、思いは一緒だったの
です。その思いを一つに紡いだ市谷さ
ん、そして運営スタッフ、そして参加
者の皆さんにEM ZEROは最大級の拍手
を贈りたいと思います。

次はあなたの番です！

　あなたは隣の人が何の仕事をしてい
るか知っていますか？隣の人が何に興
味を持っているか知っていますか？隣
の人がどんな悩みを抱えているか知っ
ていますか？毎日顔を会わせているの
に、近くにいる人のことは意外に見え
ていないものです。
　社外イベントで感じた風通しの良さ
とは正反対（？）の光景に、現場を変
えようと誓った思いが小さくしぼんい
く感覚はありませんか？EM ZEROは
会社を変えたい現場を支援します。　
　取材をご希望の方はEM ZERO編集部
（contact@manaslink.com）までご連
絡ください。次にメッセージを発信す
るのはあなたです。

■図2：TISKaigiへのフィードバックの一部

TISKaigi運営スタッフの皆さん（右から）
産業第1事業部産業システム第3部：渡邉麻衣子さん

カード第2事業部カードソリューション第1部：近江久美子さん

技術本部基盤技術センター：五味久恵さん

金融事業部ファイナンシャルシステム第3部：横田明子さん

産業第3事業部産業システム第1部：竹本和彰さん

技術本部基盤技術センター：関満徳さん

産業第3事業部産業システム第1部：川島義隆さん

産業第3事業部産業システム第3部：市谷聡啓さん

写真には写っていませんが気持ちはいてくれてたと思う人
産業第3事業部産業システム第1部：橘浩則さん

技術本部基盤技術センター：塩田英二さん

カード第１事業部カードプロジェクト推進室：藤原士朗さん

TISパートナー：前田直樹さん

　若い人が会社を変えようと提
案や実際の活動をしているのは
素晴らしいことです。TISではタ
スク活動（※）のように提案を
受け取るしくみを用意している
ので、どんどん提案して頂きた
いと思います。良い提案は会社
の施策として実現を検討してい
きます。
　TISKaigiやTCポータル、タス
ク活動は相乗効果を生みながら
育っているように感じています。
2007年のタスク活動で、TCポー
タルを利用して、さまざまな部
門の人が協力し、具体的な社内
システムの形としての提案がな
されました。これは長くタスク
活動をやってきて初めてのこと
です。TCポータルへの参加者、
書き込み者も増え、技術的な情

報交換も盛んになってきました。
少しずつ変わりつつあるのを感
じています。
　TISをもっともっと明るく元気
な会社に、そして業界全体も明
るく元気に変えていくことを目
指しています。TISKaigiはそのた
めの一歩になっているのではな
いでしょうか。

※タスク活動：TIS社内で半年ご
とに行われている社員が自主的
に参加する活動。半年毎にテー
マが提示され、それに興味を持
つ数人のグループで応募し活動
する。期間終了時に、そのテー
マについて、議論・検討・実践
した結果などを、役員に向けて、
報告・提案する。

「経営者からのコメント：常務執行役員 技術本部長 會田雄一氏」

EM ZERO Column コラム
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社内SNSが
オープンソースになりました!!
社内SNSが
オープンソースになりました!!
SKIPは、社内コミュニケーションを活性化させ、
企業内に散在する“暗黙知”を“見える化”して繋げていく、
ナレッジマネジメントを実現するSNSです。

����������������������������������������������

Enterprise2.0を
実現するための
プラットフォーム

さまざまな
ソーシャル

アプリケーションを
統合

エンタープライズ
向けに特化した
SNS機能

暗黙知と
KnowWhoを
重視したナレッジ
マネジメント

http://www.openskip.org/
お問い合わせ　info@openskip.org

以下の全ての機能が
フリーで使えます。

●マイページ
●ブログ
●ブックマーク
●プロフィール

●グループ
●アンテナ
●全文検索

�ダウンロードは

http://www.openskip.org/
� � � � � � � � � � � � � � �
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EM ZERO創
編集長　野口 隆史
　EM ZEROはソフトウェア開発のあり方をゼロから考える新しいメディアです。

人と技術に関するテーマを中心に、ソフトウェア開発の未来を切り開くヒントを

ゼロから探っていきます。また、作り手と読み手の関係を極限までシンプルに考

え、ゼロ円、つまりフリーで提供していきます。

　EMにはいろいろな意味を込めています。エンジニアのE、エレクトロニックのE、

エモーションのE。マインドのM、ミッションのM、メイドのM。一人ひとりの皆

さんが想像していろいろな言葉を当てはめたり組み合わせたりしてください。い

ろいろな言葉が当てはまるような懐の深い誌面作りを心がけていきますので、ご

支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。

編
集　

進
藤 

寿
雄

　

EM
 ZERO

を
手
に
と
っ
て
下
さ
っ
た
み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
編
集
の
ひ
と
り
、
ど
こ
か
の
ぱ
ん
だ
こ
と
、

進
藤
で
す
。
三
流
で
は
あ
り
ま
す
が
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
エ
ン
ジ

ニ
ア
を
や
っ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
雑
誌
記
事
の
執
筆
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
縁
あ
っ
て
、
今

度
は
こ
う
し
て
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
作
り
手
に
回
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
視
点
か
ら
誌
面
作
り
に
関
わ
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
（
言
い
方
を
変
え
る
と
自
分
が
欲
し
い
も

の
を
作
る
っ
て
こ
と
で
す
が
^^;）
。

　

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
業
界
も
、
そ
こ
で
使
わ
れ
る
技
術
を
支
え

て
い
る
役
割
の
ひ
と
つ
で
あ
る
技
術
系
出
版
業
界
も
、
い
ろ
ん

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、一
方
で
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
、

ボ
ト
ム
ダ
ウ
ン
双
方
か
ら
現
状
を
良
い
方
向
に
変
え
て
い
こ
う

と
す
る
た
く
さ
ん
の
取
り
組
み
も
あ
り
ま
す
。EM

 ZERO

で

は
そ
れ
ら
を
広
く
伝
え
、
つ
な
げ
、
人
と
技
術
が
創
り
出
す
新

た
な
可
能
性
を
探
る
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
楽

し
く
働
き
、
気
持
ち
よ
く
酒
が
飲
め
る
世
界
を
共
に
つ
く
り
ま

し
ょ
う
！
（
ぇ
？
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刊のご挨拶
編集　山崎 直子
　EM ZEROを一緒に育てていくことになりま

した、イラストレーターの山崎です。

　ある連載にイラストを提供していたことが

御縁となり、野口さん、進藤さんより声をか

けて頂きました。私にとってソフトウェア業

界とは未知数であり、右も左も分からない若

輩者であります。しかし私にできる表現方法

で、ソフトウェア開発の現場、取り巻く環境

などお伝えしていけたら…そして、この EM 

ZEROというメディアを通して私達の熱い想い

と、この業界のたくさんの息づかい、新たな

芽吹きを感じ取って頂けたら最高です。初めて

作り手となり、今まで見えなかった事、物が

これからの私を待っているのだと思うと、ワク

ワク感と希望で胸がイッパイになります。エン

ジニアではない視点でイラストにこの業界を

収めていくという挑戦、チャレンジでもありま

すね！マスコットの豆パンくんを操りながら、

初心忘れベからずを心がけて頑張りますので、

どうぞ皆様のご指導、ご支援、ご協力を宜し

くお願い申し上げます。

株式会社マナスリンクについて
　株式会社マナスリンクはEM ZERO

の運営を目的として設立された会社で

す。マナスとはサンスクリット語でマイ

ンドを意味します。良いマインドを持っ

た人々をEM ZEROを通じて結び付け、

良い人の流れ良い情報の流れを作り出

し、ソフトウェア業界を盛り上げてい

くお手伝いをいたします。

◎EM ZERO配布のお願い
　EM ZEROはイベントでの配布＆EM 

ZEROに共感してくださる方の草の根

配布を拠り所としています。よろしけ

れば本誌を何冊かお持ちいただき、

周囲の方に紹介していただけると嬉し

く思います。

◎広告出稿のお願い
　EM ZEROでは広告を掲載してくだ

さるクライアント様を募集していま

す。企業、団体、個人は問いませ

ん。EM ZEROの存続にご協力して

いただける方、広告効果の可能性を

感じていただける方がいらっしゃいま

したら、ぜひご相談させてください。 

contact@manaslink.comまでご連絡

をお待ちしております。

EM ZERO [イーエム・ゼロ] Vol.0

2008年7月1日発行

編集長：野口隆史
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　はい、こんにちは、あまのりょーです。何回続くかはわかり
ませんが、読書コラムコーナーを担当することになりました。
とは言っても、私は読書は好きなものの決していわゆる活字中
毒者でもないし、皆さんに何か言えるほど読書について一過言
持っているわけでもありません。そこで、ひとつ割り切って私
と本との関わりについて淡々と書いていくことに決めました。
そして毎回のテーマに沿った本を一冊紹介するスタイルとしま
す。読者の皆さんのヒントになるかどうかは未知数です。単に
時間の無駄になった、という方にはあらかじめ謝っておくこと
にします。ご寛恕くださいm(__)m。

本を読むのが速いと言われますが…その実態は

　さて、今回のテーマは「時間と場所」です。私はたまに「本
を読むのが速いですね」と言われることがあります。でもそれ
はまったくの誤解で、むしろ遅い方ですらあります。ネット上
にも読書速度を計測できるサイトがあります（*1）が、試しに
測ってみたところ700程度でした。
　ではどうしているかというと、単に時間をかけているだけで
す。私の読書タイムは、今回のテーマ「時間と場所」の観点か
ら概ね2つに分かれます。一つずつ紹介しましょう。

朝晩の通勤電車にて

　まずはこれですね。私は以前札幌で働いていた頃、車通勤で
した。車通勤はそれはそれで楽しいのですが、移動中にできる
ことといえばラジオか音楽を聴くくらいです。特に冬は運転に
集中する必要があるのでなおさらです。
　読書に関して、転職して一番変わったのは移動時間に本が読
めるようになったことです。むしろ車通勤時の反動で、今電車
で読んでいると言っても過言ではありません。
　電車の混み具合が気になるところですが、朝は比較的早い時
間（午前7時前後）の電車に乗っていますので、座れないにし
ても立って読むことができる程度には空いています。ただ、ア
ンダーラインを引いたり付箋を貼ったりといったことができな
いため、技術系の本をじっくり読むのには向いていません。し
たがって小説やエッセイ・軽く読める新書のたぐいを読むこと
が多いです。
　一つ留意点を挙げるとすれば、「泣ける」または「プッと噴
出す」ストーリーのものには要注意、という点でしょうか（私
は何度かヤバかった時があります）。

カフェでコーヒーを飲みながら

　前述の通り、早めの時間に通勤しているのには電車が空いて
いるという理由以外に、もう一つ理由があります。会社の最寄
駅（JR山手線の大崎駅です）周辺のカフェで朝食を摂って、コー

ヒーを飲みながら出社前に一時間弱ほど過ごすことにしている
のです。
　これは一日の行動について考えたりする貴重な時間で、その
後に読書もしています。通勤電車で読んでいた本の続きを読む
こともありますが、今度は椅子に座って机もありますから、技
術系の本を読む時間に充てることが多いです。
　ポイントは、駅周辺にお気に入りのカフェをいくつか見つ
けていることでしょうか（*2）。ローテーションさせることで、
マンネリ感を防いでフレッシュな気持ちで一日をスタートでき
ます。

この一冊

　というわけで今回の一冊として、ラスト付近を電車で読んで
いてリアルに泣いてしまった作品『西の魔女が死んだ』を紹介
します。
　あえて技術書にしなかったのは、この作品は主人公の内なる
感性がだんだんと拓かれていく姿が描かれていて、エンジニア
にとってもそれは重要なことだと思えるからです。確実に心の
ヒダを増やしてくれる作品ですので良かったらご一読くださ
い。
　いくつかの形態で出版されていますが、新潮文庫版がオスス
メです（理由まで書くと少しネタバレ気味なので自重します）。
ではまた次回！

あまのりょー
AMANO Ryo

最近とみに涙もろくなったのは加齢
のせいなのか、脳の病気をやったか
らなのか（おそらくその両方）に悩
む 0x21歳。読書好きだけど、PSP
で RPG を買うとしばらくは読書ペー
スが明らかに落ちる。

Plofile  プロフィール

第1回「本、時間、場所」

連載

*1) 例えば http://www.zynas.co.jp/genius/sokudoku/sokutei.html
*2) 大崎駅周辺で私がよく利用するのはサンマルクカフェ、スターバックス、
モスカフェ、マクドナルド、ヴィドフランスなどです

『西の魔女が死んだ』
梨木香歩著/新潮文庫
ISBN-13: 978-4101253329
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開発は頭を使うね。そんなときに必
要なのは適度な糖分とポジティブ
な会話。
お菓子を持ち寄ってみんなに配って
みよう。そしてみんなで食べよう。
きっと気分も良くなるよ。
ただし、減量中の人がいたら察して
あげようね。

チームのみんなはどんな人？
そもそも自分ってどんな人？
そんなときには偏愛マップ。自分の
好きなものやこと、夢なんかをマイ
ンドマップを使って表して、紹介し
合おう。
みんなの、自分の、意外な一面が見
つかるかも。エンジニアとしてのポ
リシーに特化したQoELマップもい
いですよ～

今日のあなたの気分はどんな感じ？
「絶好調」「普通」「ダメダメ」な気
分をチームのみんなとカレンダーで
共有してみよう。
アナログなら模造紙とシールで、
ツールならTRICHORDが使える
よ。長いことやっていくと自分や仲
間のみんなのリズムが見えて人に優
しくできるかも！？

二人で一つのパソコンを共有して行
うプログラミング、それがペアプ
ロ。キーボードを叩く役と突っ込み
をする役に分かれ、二人で協力しな
がらプログラミングをしてみよう。
時々役割を交代するのがポイント。
熊のぬいぐるみなどを相手に見立
てて行う「ベ」アプロもおススメ。
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君を見た春　君と居た夏
君が夢をくれた秋の日
君と過ごす最後の冬が
あと少しで終わりそうで

夢を見ていた　そう忘れてた
この場所がなくなるだなんて
今はただそのぬくもりを
忘れぬよう抱きしめたい

信じている　誰よりずっと
この場所でまたあえること

僕は君たちのために
君は僕たちのために
いつも想い届けよう
確かな約束だから

気がついていた
いつも隣で　太陽のように明るくて
あたたかい日だまりのように
僕を癒し続けている

君が僕を包み込むように
君を守れているだろうか

僕は君たちのために
君は僕たちのために
僕ら育んできた
確かな絆とともに

僕は君たちのために
君は僕たちのために
いつも想い届けよう
確かな約束だから

誰よりも強く
誰より優しく
この強い愛を
この歌をただ君に伝えたい

song by 侍塊 s （2008）
侍塊 s URL：http://na-s.jp/samurai/

約束

EM ZERO [イーエム・ゼロ]　Vol.0
2008年7月1日発行
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